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研究成果の概要（和文）：(1)大学スポーツ選手370名、χ2検定およびロジスティック回帰分析を行った結果、椎間板
変性と腰痛の関連性を認めた。(2)大学男子陸上競技選手における椎間板変性の発生は、短距離選手に多く、競技歴と
腸腰筋のタイトネスが関連性している可能性が示唆された。(3)大学男子サッカー選手では、椎間板変性を有している
選手は支持足、蹴り足ともに股関節の伸展可動域および下肢伸展挙上角度は高値を示すことが明らかになった。(4)大
学男子バスケットボール選手では、椎間板変性を有している選手は身長、体重で高値を示すとともに、胸腰部の左回旋
の可動域が高値を示した。

研究成果の概要（英文）：(1)Lumber disc degeneration (LDD) was a significant risk factor of low back pain 
in collegiate athletes.(2)Tightness of right iliopsoas muscle was a significant risk factor of LDD in 
collegiate male short distance runners.(3) Extention of hip joint in LDD group was higher than non-LDD 
group in male collegiate soccer players.(4)Hight,weight and lefe rotation of thoracolumbar spine were 
significantly higher than non-LDD group in male collegiate basketball players.

研究分野：スポーツ医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 腰痛はその発生頻度が極めて高いスポー
ツ損傷であり、重症度が高い場合には競技の
続行中止を余儀なくされるため、損傷予防あ
るいは発生機序の理解が重要である。我々の
グループはこれまで大学柔道選手を対象と
して数多くある腰部器質的変化の中でも、特
に椎間板変性に着目し、腰痛との関連性につ
いて検討を行ったきた。その結果、大学柔道
選手において椎間板変性は腰痛のリスクフ
ァクターでないことを報告した（J Orthop 
Sports Phys Ther，2007）。しかしながら我々
は、次なる競技スポーツである大学体操競技
選手を対象とし、椎間板変性を含む腰部器質
的変化（8 項目）と腰痛の関連性を検討した
結果、椎間板変性が腰痛の有意なリスクファ
クター（オッズ比＝2.70，95%CI: 1.10‐6.66）
であることを見出した（Int J Sports Med，
2012）。このことから大学スポーツ選手にお
いて、腰部器質的変化、中でも椎間板変性と
腰痛の関連性は一致した見解が得られてい
ない。 
 その椎間板変性のリスクファクターとし
て、数多くの遺伝子多型の影響が報告されて
いる。我々はこれまで 1000 名を超える大学
スポーツ選手のMR画像から椎間板変性の発
生割合を明らかにしてきた。また同時に椎間
板変性と遺伝子多型の関連性を報告してき
た。中でも腰椎椎間板ヘルニアの疾患感受性
遺伝子として報告されていた Cartlage 
Intermediate Layer Protein（CILP）遺伝子
多型（1184T→C）に注目し、大学スポーツ
選手 601名の調査を進めたところ、椎間板変
性の発生において CILP遺伝子多型は有意な
リスクファクター（変異ホモのオッズ比＝2.9，
95%CI: 1.09‐7.74）であることを確認した。
ただし女子選手において CILP遺伝子多型の
影響は有意でなく，特に男子選手において
CILP 遺伝子多型が椎間板変性の発生に影響
を与えるということを見出した（Am J 
Sports Med，2010）。 
 また遺伝的背景だけでなく、スポーツの現
場において、椎間板変性さらには腰痛の予防
を目的に大学スポーツ選手の身体特性（関節
可動域、全身関節弛緩性および筋タイトネス
テスト）を整形外科的メディカルチェックと
して評価し、椎間板変性との関連性を検討し
てきた。その結果、椎間板変性が好発する体
操競技選手および野球選手において、椎間板
変性を有する選手の身体的特性は異なる、す
なわち各種目の競技特性が大きく影響して
いることが明らかになった。 
 以上、我々がこれまでに得た結果および先
行研究から、腰部の器質的変化、中でも椎間
板変性と腰痛の関連性は一致した見解が得
られていないこと、さらに椎間板変性を有す
る選手の身体特性は、各競技スポーツによっ
て異なるため、椎間板変性と腰痛の関連性、 
さらには新たな競技スポーツの身体特性と
椎間板変性の関連性を検討する必要がある。 

  
２．研究の目的 
 本研究では以下の 2つを研究目的とした。 
（１）大学スポーツ選手の椎間板変性と腰痛
の関連性 
（２）各競技スポーツにおける椎間板変性と
身体特性の関連性 
 
３．研究の方法 
  測定項目は以下のとおりである。 
（１）整形外科的メディカルチェック 
 年齢、性別、身長、体重、競技歴、練習頻
度、スポーツ整形専門医による問診（既往
歴・現病歴）、関節可動域、全身関節弛緩性
テスト、筋タイトネステスト 
（２）腰部のMRI撮像および評価 
 MRI T1 および
T2強調矢状断像の
撮像を行い、スポ
ーツ整形専門医に
より、得られたMR
画像から椎間板変
性との評価を行っ
た。尚、本研究で
は椎間板変性の分
類に Pfirrmann分
類を用い、Grade
３以上を椎間板変
性有とした（図 1）。 
 
（３）統計処理 
 椎間板変性と腰痛の関連性については、χ
2 検定、およびロジステッィク回帰分析を用
いた。また身体特性と椎間板変性の関連性に
はグループ間比較のために t検定を用いた。
本研究では有意水準 5％未満を統計的に有意
とした。 
 
４．研究成果 
（１）椎間板変性と腰痛の関連性 
  
 我々は手始めにこれまで撮像してきた大
学スポーツ選手 370名（野球、体操競技、ア
メリカンフットボール、サッカー、水泳、ゴ
ルフ）の MR 画像から椎間板変性を評価し、
腰痛との関連性を検討した。尚、本研究では、
腰痛の定義を先行研究と同様に大阪市大式
日常生活動作評価の質問紙を使用し、合計点
数１点以上を腰痛有とした。その結果、χ2

検定およびロジスティック回帰分析を行っ
た結果、椎間板変性と腰痛の関連性を認めた
(表１)(表２)。 
 
 

 
 

図１ 腰椎椎間板変性 

表１ 椎間板変性と腰痛の関連性 



 

 
 
 そこで、本研究の目的の（２）各競技スポ
ーツにおける椎間板変性と身体特性の関連
性を明らかにするため、下記の各競技スポー
ツの調査を行った。 
 
（２）大学男子陸上競技選手の椎間板変性に
ついて 
  
我々は既に大学陸上競技選手の椎間板変性
の発生割合は他の競技スポーツ選手に比べ
低いことを報告している。しかしながら、陸
上競技には数多くの種目が存在し、各種目別
に詳細な検討がなされていなかった。そこで、
大学男子陸上競技選手（ランナー）を短距離
選手 106名，中距離選手 31名，長距離選手
76名に分類し，椎間板変性の発生割合を比較
検討した．その結果、短距離選手は 23 名
（21.5%）、中距離選手 1名（3.2%）、長距離
選手は 4名（5.3％）に椎間板変性を認め、種
目間の検討では短距離選手に有意に高かっ
た。 
 そこで椎間板変性が最も多く発生してい
た短距離選手 48 名を対象に、椎間板変性の
発生因子を明らかにするため、整形外科的メ
ディカルチェックの評価項目との関連性を
検討したところ、椎間板変性を有している選
手は競技年数が長いこと、さらには右側の腸
腰筋タイトネステストで高値を示すことが
明らかになった。これらの結果は大学男子陸
上競技選手における椎間板変性の発生は、短
距離選手に多く、競技歴と腸腰筋のタイトネ
スが関連性している可能性が示唆された(表
3）。 
 

 
（3）大学男子サッカー選手の椎間板変性に
ついて 
  
 我々は既に大学女子サッカー選手の椎間

板変性の発生割合を報告しているが、大学男
子サッカー選手の椎間板変性についての検
討がされていなかった。そこで大学男子サッ
カー選手102名を対象に調査を行ったところ、
椎間板変性の発生割合は 27.5%（28 名/102
名）であった。またポジション別の比較では、
ＦＷ：36.4%（8/22）、ＭＦ：13.9％（5/36）、
ＤＦ:32.4%(11/34)、ＧＫ：40％（4/10、各ポ
ジション比較の結果、FW：MF において有
意な差を認めた（P<0.05）。フィールドプレ
ーヤーの中でコンタクトやジャンプの多い
FW＋DF と MF の比較において有意な差を
認めた（P<0.03）。陸上競技選手と同様に、
椎間板変性の発生因子を明らかにするため、
整形外科的メディカルチェックの評価項目
との関連性を検討したところ、椎間板変性を
有している選手は支持足、蹴り足ともに股関
節の伸展可動域（表 4）および下肢伸展挙上
角度は高値（椎間板変性（＋）群: 94.3±20.5° 
VS椎間板変性（－）群:87.5±11.2°)を示すこ
とが明らかになった。 
 
 

 
（4）大学男子バスケットボール選手の椎間
板変性について 
  
陸上競技選手、サッカー選手に引き続き、大
学男子バスケットボール選手 41 名の調査を
行った。その結果、椎間板変性の発生割合は
36.6％（15/26）であった。椎間板変性の発生
因子を明らかにするため、身体特性および整
形外科的メディカルチェックの評価項目と
の関連性を検討したところ、椎間板変性を有
している選手は身長、体重で高値を示すとと
もに、胸腰部の左回旋の可動域が高値を示し
た（表５－①②）。 
 
 

表 2 ロジスティック回帰分析 

表 3 椎間板変性の有無による身体特性の比較（陸上） 

表 4 椎間板変性の有無による身体特性の比較（サッカー） 

表 5 椎間板変性の有無による身体特性の比較① 

（バスケットボール） 



 
 
 

 
 
（５）大学スポーツ選手の椎間板変性と腰痛
について 
 
 本研究から大学スポーツ選手の腰部器質
的変化である椎間板変性と腰痛との関連性
が明らかとなったが、数多くの先行研究を調
査すると、椎間板変性の評価法については多
くの論文で統一されているが、腰痛の定義に
関しては、各先行研究により一定ではなかっ
た。（The Journal of Physical Fitness and 
Sports Medicine. 2015）。 
 今後、腰痛の定義についても検討し、さら
に対象者などを変えて検討していく予定で
ある。 
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表 5 椎間板変性の有無による身体特性の比較② 

（バスケットボール） 


